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宗
峰
妙
超
　
著
賛
　
十
一
面
観
音
賛
（
真
珠
庵
蔵
）

橋
本
虚
舟

は
じ
め
に

　
宗
峰
妙
超
の
十
一
面
観
音
図
に
著
し
た
賛
を
読
む
機
会
を
得
た
。
こ
の
十
一
面
観
音
賛
図
は
『
重
要
文
化
財
』『
秘
寳
＝
新

装
版
　
大
徳
寺
』『
水
墨
美
術
大
系
』『
大
德
寺
の
名
宝
』『
大
德
寺
墨
蹟
全
集
』『
禅
林
画
賛
』『
鎌
倉
仏
教
』『
日
本
の
美
術
』

『
聖
地
寧
波
』
等
に
収
載
さ
れ
る
。『
大
德
寺
墨
蹟
全
集
』
柳
田
聖
山
、
及
び
『
禅
林
画
賛
』
横
田
忠
司
、『
鎌
倉
仏
教
』
梶
谷

亮
治
、『
聖
地
寧
波
』
谷
口
耕
生
の
各
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
、
賛
は
読
ま
れ
る
。
な
お
こ
の
賛
は
『
大
燈
国
師
拾
遺
録
』
に
、

「
觀
音
大
士
贊
」
と
し
て
収
め
る
。

　
本
報
で
は
賛
の
原
文
を
翻
刻
し
、
釈
文
を
平
仄
・
脚
韻
等
を
考
慮
し
て
分
か
ち
書
き
し
、
次
い
で
こ
の
賛
の
テ
ー
マ
で
あ
る

十
一
面
観
音
、
観
音
と
普
門
、
善
財
童
子
等
に
関
し
て
依
拠
す
る
仏
教
経
典
、
典
故
、
背
景
を
求
め
、
本
讃
の
内
容
の
解
釈
を

試
み
る
。
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一
　
十
一
面
観
音
画
賛

　
　
　
　
　
原
文
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本
画
像
は
『
秘
寳
＝
新
装
版
　
大
徳
寺
』
収
載
の
画
像
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
取
り
込
み
、
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
使
っ
て

画
像
の
鮮
明
化
を
図
り
判
読
に
用
い
た
。

　
賛
の
原
文
は
、
画
面
上
部
に
描
か
れ
て
い
る
光
背
の
周
り
の
余
白
に
、「
男
」
の
一
字
を
中
心
に
左
右
ほ
ぼ
対
照
に
文
字
が

配
列
さ
れ
、
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
す
で
に
十
一
面
観
音
が
描
か
れ
て
い
る
図
に
、
字
配
り
を
計

算
配
慮
し
、
著
賛
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
原
文
を
翻
刻
し
た
。「
隣
」「
意
」「
細
枝
」
等
の
文
字
が
当
図
版
か
ら
は
判
読
し
難
た
か
っ
た
が
、
脚
韻
か
ら

「
隣
」
と
、
書
体
か
ら
「
意
」
と
、
判
読
し
、「
細
枝
」
は
画
像
の
不
鮮
明
の
為
、
判
読
し
か
ね
、『
大
燈
国
師
拾
遺
録
』（
1
）「
觀

音
大
士
贊
」
に
従
っ
た
。
釈
文
を
記
す
。

　
　
　
　《
釈
文
》

　
　
　
三
十
三
變
普
門
詎
隣
个

　
　
　
者
應
數
力
隨
意
振

　
　
　
威
神
舩
舫
忽
尓

　
　
　
漂
覆
青

　
　
　
衫
童

　
　
　
男

　
　
　
親
鎭

　
　
　
一
人
握



152

　
　
　
櫓
揺

恰

　
　
　
如
勵
声
千
倫
風

　
　
　
怗
浪
静
之
後
怳
惚
藏
全
用

　
　
　
身
奇
哉
観
自
在
似
入
細
枝
春
　
咦
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
超
拜
賛

　
こ
の
釈
文
に
つ
い
て
、
平
仄
、
脚
韻
等
を
考
慮
し
、
分
か
ち
書
き
を
し
、
下
段
に
読
み
下
し
文
を
記
す
。

　
　
　
　《
分
か
ち
書
き
》　
　
　
　
　
　
　《
読
み
下
し
》

　
　
　
三
十
三
變●

、	
三
十
三
に
変
じ
、

　
　
　
普
門
詎
隣◎

。	
普
門
隣
り
に
詎い
た

れ
り
。
　

　
　
　
个
者
應
數
力●

、	

こ
の
者
、
数
力
に
応
じ
て
、

　
　
　
隨
意
振
威
神◎

。	

隨
意
に
威
神
を
振
う
。

　
　
　
舩
舫
忽
尓
漂
覆●

、	

船
舫
　
忽
尓
に
漂
わ
し
覆
え
さ
ん
と
せ
ば
、

　
　
　
青
衫
童
男
親
鎭◎

。	

青
衫
の
童
男
　
親み
ず

か
ら
鎭
む
。

　
　
　
一
人
握
櫓
揺●

、	

一
人
に
て
櫓
を
握
り
搖
さ
ぶ
り

し
、

　
　
　
恰
如
勵
声
千
倫◎

。	

恰
か
も
千
倫
を
励
声
す
る
が
如
し
。

　
　
　
風
怗
浪
静
之
後●

、	

風
怗し
ず

ま
り
浪
静
ま
り
し
後
、　
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怳
惚
藏
全
用
身◎

。	

怳こ
う

惚こ
つ

と
し
て
全
用
身
を
蔵
す
。

　
　
　
奇
哉
観
自
在●

、	

奇
な
る
哉
観
自
在
、

　
　
　
似
入
細
枝
春◎

。	

細
枝
の
春
に
入
る
に
似
た
り
。

　
　
　
　
咦	

　 

咦

　
　
　
　
　
妙
超
拜
賛	

　
　 

妙
超
　
拜
賛
す
。

押
韻
は
◎
隣
、
神
、
鎭
、
身
、
上
平
声
十
七
真
韻
、
倫
、
春
、
上
平
声
十
八
詢
韻
で
、
同
用
。

　
　
　
●
仄
声

二
　
十
一
面
観
音
画
図

　
ま
ず
、
此
の
画
図
に
描
か
れ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
看
る
。
画
面
中
央
に
、
岩
盤
上
に
蓮
の
花
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
十
一

面
観
音
が
立
ち
、
頭
部
を
三
段
に
分
か
ち
十
一
面
が
、
頂
上
部
に
仏
面
則
ち
阿
弥
陀
が
配
さ
れ
描
か
れ
る
。
左
手
に
紅
蓮
花
の

軍
持
を
持
ち
、
右
手
に
数
珠
を
か
け
、
施
無
畏
手
を
な
し
、
全
身
瓔
珞
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
画
面
の
左
下
隅
に
は
、
善
財
童
子

と
お
ぼ
し
き
童
子
が
、
蓮
華
の
花
弁
上
に
蹲
る
よ
う
に
坐
り
、
十
一
面
観
音
を
仰
ぎ
見
る
。
十
一
面
観
音
像
の
左
足
下
に
は
、

青
い
衣
を
着
た
勇
ま
し
い
出
立
ち
の
青
年
が
、
荒
波
に
漂
っ
て
い
る
船
に
乗
り
、
力
強
く
櫓
を
漕
ぐ
。
観
音
は
童
子
や
童
男
に

比
べ
て
背
丈
は
格
別
に
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
衣
紋
や
波
頭
等
の
描
写
に
は
、
精
緻
、
か
つ
力
強
い
線
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
画
図
に
描
か
れ
て
い
る
十
一
面
観
音
、
善
財
童
子
に
就
い
て
、
な
ぜ
斯
様
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
理
解
す
る
為
に
、
関

係
す
る
経
典
を
読
み
、
注
釈
を
つ
け
る
。
な
お
、
経
典
の
テ
キ
ス
ト
は
『
新
脩
大
正
大
藏
経
』
に
拠
り
、
筆
者
が
訓
読
し
た
も
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の
を
併
記
す
る
。

　
　
　
○
十
一
面
観
音
の
全
身
像

　「
十
一
面
観
音
神
呪
心
經
」（
2
）に
造
像
の
方
法
に
つ
い
て
次
の
様
に
あ
り
、
十
一
面
観
音
の
姿
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
十
一
面
観
音
は
、
栴
檀
を
刻
ん
で
、
高
さ
一い

っ

搩た
く

手し
ゅ

半は
ん

即
ち
一
尺
二
寸
（
三
十
六
セ
ン
チ
）
と
し
、
左
手
に
紅
い
蓮

の
花
の
軍
持
を
も
ち
、
右
臂
を
展
ば
し
て
数
珠
を
掛
け
、
施
無
畏
手
を
な
す
。
像
の
十
一
面
は
、
前
の
三
面
は
慈
悲
相
と
し
、

左
辺
の
三
面
は
瞋
怒
相
と
し
、
右
辺
の
三
面
は
白
牙
上
出
相
と
す
。
後
に
当
る
一
面
は
暴
悪
大
笑
相
と
し
、
頂
上
の
一
面
は
仏

面
像
と
し
、
頭
の
冠
は
仏
身
と
す
る
。
観
音
菩
薩
の
身
は
、
瓔
珞
等
で
飾
る
。

　
　
　【
訓
読
】

　
世
尊
、
若
し
此
の
神
呪
を
成
立
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
応
当
に
先
ず
堅
好
な
無
隙
の
白
栴
檀
香
を
以
て
、
刻
み
て
観
自
在
菩
薩
像

を
作
べ
し
。
長
さ
一
搩
手
半
に
し
て
、
左
手
に
紅
蓮
花
の
軍
持
を
執
り
、
右
臂
を
展
べ
て
以
て
数
珠
を
掛
け
、
及
び
施
無
畏
手

を
作
す
。
其
の
像
十
一
面
に
作
り
、
前
に
當
る
三
面
は
慈
悲
相
を
作
し
、
左
辺
の
三
面
は
瞋
怒
相
を
作
し
、
右
辺
の
三
面
は
白

牙
上
出
相
を
作
す
。
後
に
当
る
一
面
は
暴
悪
大
笑
相
を
作
し
、
頂
上
の
一
面
は
仏
面
像
と
作
し
、
諸
頭
の
冠
中
に
皆
な
仏
身
を

作
る
。
其
の
観
自
在
菩
薩
の
身
上
に
は
、
瓔
珞
等
の
種
種
の
莊
厳
を
具
え
よ
。

　
　
　
○
善
財
童
子

　
観
音
と
善
財
童
子
の
関
係
は
「
大
方
廣
佛
華
嚴
經
」（
3
）に
観
音
に
見
ゆ
る
善
財
童
子
の
章
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
を
み
る
こ
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と
が
で
き
る
。
善
財
童
子
が
諸
國
の
五
十
三
人
の
菩
薩
を
訪
れ
途
中
、
光
明
山
（
普
陀
落
山
）
に
至
り
、
山
上
を
遍
り
、
観
音

菩
薩
に
山
の
西
で
見ま

み

え
た
。
処
処
に
流
泉
浴
池
が
有
り
、
林
木
欝
茂
し
て
い
た
。
金
剛
宝
座
に
結
跏
趺
坐
し
、
お
お
く
の
菩
薩

が
恭
敬
、
囲
遶
し
て
い
た
。
大
慈
悲
經
を
説
き
、
普
く
衆
生
を
度
し
た
。
そ
の
時
、
観
音
菩
薩
は
善
財
を
見
て
、
告
げ
て
た
、

「
善
く
ぞ
来
た
な
、
童
子
よ
。
専
ら
大
乗
を
求
め
て
衆
生
を
摂
取
し
な
さ
い
。
深
く
仏
法
を
求
め
、
大
悲
を
長
養
し
一
切
を
救

い
な
さ
い
。
悟
り
に
入
ら
ず
、
衆
生
の
な
か
で
、
菩
薩
行
を
実
践
し
、
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
普
賢
の
行
を
、
大
願
を
成

満
し
、
一
切
諸
仏
、
一
切
法
雲
を
聞
き
、
受
持
し
な
さ
い
。」
を
説
か
れ
た
。

　
　
　【
訓
読
】

　
漸
漸
に
遊
行
し
光
明
山
に
至
り
、
彼
の
山
上
に
登
り
周
遍
、
推
求
し
、
観
世
音
菩
薩
、
山
の
西
の
阿
に
住
す
る
を
見
る
。
処

処
に
皆
な
流
泉
浴
池
有
り
、
林
木
欝
茂
し
地
草
柔
軟
な
り
。
金
剛
宝
座
に
結
跏
趺
坐
す
。
無
量
の
菩
薩
恭
敬
、
囲
遶
す
。
爲
め

に
大
慈
悲
經
を
演
説
し
、
普
く
衆
生
を
摂
す
。
見
已
り
て
、
歓
喜
踊
躍
し
自
ら
勝
う
能
わ
ず
。
合
掌
、
諦
観
し
、
目
暫
く
も
瞬

か
ず
、
是
の
如
き
の
念
を
作
す
。
善
知
識
は
則
ち
是
れ
如
來
、
善
知
識
は
一
切
法
雲
、
善
知
識
は
諸
も
ろ
の
功
徳
蔵
、
善
知
識

は
十
力
の
妙
宝
、
善
知
識
は
見
難
く
遇
い
難
く
、
善
知
識
は
無
尽
の
智
蔵
、
善
知
識
は
功
徳
山
の
王
、
善
知
識
は
一
切
の
智
門

を
開
発
示
導
し
、
能
く
一
切
を
薩さ

つ

婆ば

若に
ゃ

の
海
に
入
り
て
、
清
浄
の
無
上
菩
提
を
究
竟
せ
し
む
。
時
に
観
世
音
遥
か
に
善
財
を
見

て
、
告
げ
て
言
く
、「
善
く
ぞ
来
れ
る
、
童
子
よ
。
専
ら
大
乗
を
求
め
衆
生
を
摂
取
せ
よ
。
直
心
深
心
に
仏
法
を
楽ね

が

い
求
め
、

大
悲
を
長
養
し
一
切
を
救
護
せ
よ
。
普
賢
の
行
に
向お

い

て
、
清
浄
に
一
切
大
願
を
成
満
し
、
一
切
諸
仏
、
一
切
法
雲
を
聞
き
、
受

持
せ
ん
と
欲
せ
よ
。
善
根
を
増
長
し
厭
足
無
し
。
善
知
識
に
順し

た
がい
、
其
の
教
を
違
え
ず
。
文
殊
師
利
の
智
慧
、
功
徳
の
大
海
よ

り
起
く
る
所
、
善
根
を
成
就
し
、
仏
の
勢
力
、
光
明
三
昧
を
得
て
、
懈
怠
の
心
を
離
れ
専
ら
正
法
を
求
め
常
に
諸
仏
に
見ま

み

え
ん
。
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衆
悪
を
遠
離
し
、
諸
も
ろ
の
善
行
を
修
せ
よ
。
智
慧
成
満
し
、
浄
な
る
こ
と
虚
空
の
如
し
。」

三
　
十
一
面
観
音
賛

　
こ
の
賛
が
観
音
経
の
敎
義
に
基
づ
い
て
、
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
観
音
経
に
依
っ
て
の
み
、
こ
の
賛
を
解

釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
語
句
の
依
拠
す
る
経
典
を
調
べ
、
対
応
す
る
個
所
を
読
む
。

　
　
　
○
三
十
三
変

　「
観
音
経
」（
4
）に
観
音
が
身
を
三
十
三
変
し
衆
生
を
度
す
次
の
段
が
あ
る
。「
衆
生
が
仏
身
で
度
す
こ
と
が
で
き
る
者
に
は
、

観
音
菩
薩
は
仏
身
を
現
わ
し
説
法
し
、
辟び

ゃ

支く
し

佛ぶ
つ

身
を
以
て
度
す
こ
と
が
で
き
る
者
に
は
、
辟
支
佛
身
で
説
法
す
る
。
声
聞
で
で

き
る
な
ら
、
声
聞
と
な
り
説
法
し
よ
う
。
梵
王
身
な
ら
、
梵
王
身
に
な
ろ
う
。
帝
釈
身
で
よ
け
れ
ば
、
帝
釈
身
に
現
ら
わ
れ
て

説
法
し
よ
う
。
応
に
自
在
天
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
自
在
天
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
か
く
か
よ
う

に
、
衆
生
の
機
に
応
じ
て
度
し
得
る
姿
に
変
じ
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
無
尽
意
菩
薩
に
説
い
た
。

　
　
　【
訓
読
】

　
仏
、
無
尽
意
菩
薩
に
告
ぐ
る
に
、「
善
男
子
よ
、
若
し
國
土
有
り
て
衆
生
応
に
仏
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、

観
世
音
菩
薩
、
即
ち
仏
身
を
現
わ
し
為
に
説
法
す
。
応
に
辟
支
佛
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
辟
支
佛
身

を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
声
聞
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
声
聞
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
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梵
王
の
身
を
以
っ
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
梵
王
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
帝
釈
の
身
を
以
て
度
す
こ
と

を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
帝
釈
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
自
在
天
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
自

在
天
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
大
自
在
天
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
大
自
在
天
身
を
現
じ
て
為

に
説
法
す
。
応
に
天
大
將
軍
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
天
大
將
軍
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
毘

沙
門
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
毘
沙
門
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
小
王
の
身
を
以
て
度
す
こ
と

を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
小
王
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
長
者
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
長
者

身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
居
士
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
居
士
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応

に
宰
官
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
宰
官
身
を
現
じ
て
爲
に
説
法
す
。
応
に
婆
羅
門
の
身
を
以
て
度
す
こ

と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
婆
羅
門
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
身
を
以
て
度
す

こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
長
者
・
居
士
・
宰
官
・

婆
羅
門
・
婦
女
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
婦
女
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
童
男
・
童
女
の
身
を

以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
童
男
・
童
女
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
応
に
天
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・

迦
樓
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
伽
・
人
・
非
人
等
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
皆
な
之
を
現
じ
て
為
に
説
法

す
。
応
に
執
金
剛
の
身
を
以
て
度
す
こ
と
を
得
べ
き
者
に
は
、
即
ち
執
金
剛
身
を
現
じ
て
為
に
説
法
す
。
無
尽
意
よ
、
是
れ
観

世
音
菩
薩
、
是
の
如
き
功
徳
を
成
就
し
て
、
種
種
の
形
を
以
て
諸
國
土
に
遊
し
て
衆
生
を
度
脱
せ
し
む
。」

　
　
　
○
観
音
と
普
門

　
吉
藏
の
「
法
華
義
疏
」（
5
）観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
に
「
観
音
を
名
と
為
し
普
門
を
徳
と
為
す
。
故
に
双
べ
て
名
と
徳
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を
標
す
。
夫
れ
勝
人
は
理
と
し
て
名
有
り
徳
有
り
。
是
の
故
に
双
べ
標
し
て
以
て
観
音
普
門
品
と
名
づ
く
」
と
観
音
・
普
門
に

つ
い
て
十
対
を
あ
げ
て
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
普
門
は
サ
マ
ン
タ
・
ム
カ
の
漢
訳
で
、
観
音
の
神
通
力
を
示
現
し
衆
生
を

救
済
す
る
働
き
で
あ
る
。

　
　
　【
訓
読
】

　
初
め
に
双
標
中
に
凡
そ
十
対
有
り
。

　
一
に
は
人
法
の
一
双
。
観
音
を
人
と
為
し
、
普
門
を
法
と
為
す
。
然
も
人
法
は
是
れ
因
縁
の
義
な
り
。
人
に
非
ざ
れ
ば
以
っ

て
法
を
御
す
こ
と
無
く
、
法
に
非
ざ
れ
ば
以
っ
て
人
を
成
す
こ
と
無
し
。
故
に
前
に
法
を
御
す
人
を
明
か
し
、
後
に
人
を
成
す

法
を
弁
ず
。
人
法
の
一
双
を
謂
う
。

　
二
に
は
真
応
の
一
双
、
観
世
音
は
即
ち
是
れ
法
身
、
普
門
は
応
身
を
謂
う
。
前
に
は
法
身
を
以
て
機
を
觀
じ
、
然
る
後
に
迹

を
垂
れ
て
普
く
応
ず
。
真
応
の
一
双
を
謂
う
。

　
三
に
は
観
音
は
菩
薩
の
意
業
を
、
普
門
は
即
ち
身
口
の
二
業
を
謂
う
。
前
に
は
意
業
を
以
っ
て
観
察
し
、
然
る
後
に
身
に
神

通
を
現
じ
て
、
口
業
に
法
を
説
く
。
内
外
の
一
双
を
謂
う
。

　
四
に
は
観
音
は
大
悲
も
て
苦
を
拔す

く

い
、
普
門
は
即
ち
大
慈
も
て
樂
を
与
う
を
謂
う
。
故
に
後
に
観
音
の
名
を
釈
し
拔
苦
の
義

を
明
か
し
、
普
門
を
釈
し
即
ち
樂
を
与
う
功
を
顯
わ
す
。
所
化
の
衆
生
は
但
だ
苦
有
り
て
楽
無
く
、
能
化
の
菩
薩
に
大
慈
大
悲

有
り
。
慈
悲
の
一
双
を
謂
う
。

　
五
に
は
菩
薩
に
二
種
の
身
有
り
。
一
は
薬
樹
王
身
、
二
は
如
意
珠
王
身
。
薬
樹
王
身
は
根
茎
枝
葉
も
て
能
く
衆
病
を
愈
す
。

菩
薩
も
亦
た
爾
り
。
故
に
三
業
皆
な
能
く
物
を
済
う
。
如
意
珠
王
身
は
摩
尼
宝
の
如
く
能
く
一
切
の
楽
を
与
う
。
菩
薩
も
亦
た
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爾
り
。
其
の
見
聞
す
る
者
　
益
を
蒙
む
ら
ざ
る
無
し
。
観
世
音
の
名
を
釈
し
藥
樹
王
身
を
嘆
じ
、
普
門
の
名
を
釈
し
如
意
珠
王

身
を
明
か
す
。
故
に
珠
薬
の
二
王
を
一
雙
と
為
す
。

　
六
に
は
観
音
の
名
を
釈
す
る
に
、
衆
生
の
感
の
義
を
顯
わ
し
、
普
門
を
標
す
る
に
、
菩
薩
の
応
の
義
を
明
か
す
。
初
の
感
に

応
無
き
に
非
ず
、
後
の
応
に
感
無
き
に
非
ず
。
但
だ
初
め
に
応
を
挙
し
て
以
て
感
を
成
じ
、
後
に
則
ち
感
を
標
し
て
以
て
応
を

成
ず
。
感
応
一
双
を
謂
う
。

　
七
に
は
観
音
の
名
を
標
す
は
、
菩
薩
能
く
衆
生
に
世
間
の
楽
を
与
う
を
嘆
じ
、
普
門
を
標
す
は
菩
薩
能
く
衆
生
に
出
世
間
の

楽
を
与
う
を
顯
す
。
故
に
前
文
に
七
難
を
消
除
し
二
求
の
願
滿
ず
を
明
か
す
。
即
ち
是
れ
世
間
の
楽
と
知
ん
ぬ
。
後
に
三
十
三

身
十
九
説
法
に
皆
な
得
度
す
と
稱
す
。
故
に
出
世
の
楽
を
与
う
と
知
ん
ぬ
。
此
れ
皆
大
判
し
言
と
為
す
。
別
相
に
説
く
に
非
ず
。

前
に
世
楽
を
与
え
、
後
に
出
世
楽
を
与
う
。
此
れ
は
是
れ
次
第
の
法
門
、
世
出
世
の
一
双
を
謂
う
。

　
八
に
は
観
音
を
標
す
る
は
、
神
通
を
明
か
し
、
物
の
音
声
を
察
す
る
は
即
ち
天
耳
通
な
る
を
以
て
な
り
。
普
門
を
題
す
る
は

示
現
を
謂
う
。
六
通
の
中
、
三
は
是
れ
神
通
に
し
て
示
現
に
非
ず
。
天
耳
・
天
眼
・
宿
命
を
謂
う
。
三
は
是
れ
神
通
に
し
て
亦

た
是
れ
示
現
な
り
。
他
心
・
神
足
・
漏
尽
を
謂
う
。
漏
尽
は
法
を
説
き
、
神
足
は
転
変
し
、
他
心
は
機
を
知
る
。
即
ち
事
を
以

て
人
を
し
て
験
を
信
ぜ
し
む
る
故
に
示
現
と
名
く
。
神
通
と
示
現
一
双
を
謂
う
。

　
九
に
は
観
音
の
名
を
標
す
る
は
、
密
の
利
益
を
明
か
し
、
普
門
を
標
し
て
顯
の
利
益
を
明
か
す
を
謂
う
。
後
に
身
を
現
し
て

説
法
す
が
故
に
顯
と
為
し
、
前
に
身
を
顯
し
て
説
法
せ
ず
し
て
能
く
物
を
し
て
難
を
免
が
る
が
故
に
密
益
と
称
す
。
菩
薩
物
を

済
う
に
顯
密
の
二
義
を
出
で
ず
。
顯
密
の
一
双
を
謂
う
。

　
十
に
は
観
音
を
標
し
て
菩
薩
の
名
を
明
し
、
普
門
を
題
し
て
大
士
の
徳
を
顯
す
。
　
謂
く
名
徳
の
一
双
な
り
。
然
ど
も
此
の

品
内
の
義
、
十
双
具
す
と
雖
然
も
、
今
名
徳
を
以
て
正
と
為
す
。
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○
詎
　

　『
大
廣
益
會
玉
篇
』
に
、「
至
」
る
が
あ
る
。

　
　
　
○
数
力

　「
雜
阿
含
經
」
力
品（
6
）に
、
吾
が
身
を
深
く
顧
み
る
力
と
説
く
。

　
　
　【
訓
読
】

　
二
種
の
力
有
り
。
何
等
を
か
二
と
為
す
。
謂
く
、
数
力
及
び
修
力
な
り
。
何
等
を
か
数
力
と
為
す
。
謂
く
、
聖
弟
子
　
空
閑

林
中
の
樹
下
に
、
是
の
如
き
思
惟
を
作
す
。
身
悪
行
は
、
現
法
・
後
世
に
悪
報
を
受
く
。
我
若
し
身
悪
行
を
行
ぜ
ば
、
我
、
当

に
自
ら
悔
い
、
他
を
し
て
亦
た
悔
い
せ
し
め
ん
。
我
が
大
師
も
亦
た
当
に
悔
ゆ
べ
し
。
我
が
大
徳
梵
行
も
亦
た
当
に
悔
ゆ
べ
し
。

我
れ
法
を
以
て
我
を
責
め
ん
。
悪
名
流
布
し
、
身
壞
し
命
終
り
、
当
に
悪
趣
泥
犁
中
に
生
ま
ん
。
是
の
如
く
現
法
に
も
後
に
も

報
ゆ
。
身
悪
行
を
断
ぜ
ば
、
身
善
行
を
修
す
。
身
悪
行
の
如
く
、
口
意
悪
行
も
、
亦
た
是
の
如
く
説
く
。
是
を
数
力
と
名
づ
く
。

何
等
を
か
修
力
と
為
す
。
若
し
比
丘
、
数
力
に
学
び
、
聖
弟
子
、
数
力
成
就
し
已
ら
ば
、
隨
っ
て
修
力
を
得
ん
。
修
力
得
已
ら

ば
、
修
力
滿
足
せ
り
。

　
　
　
○
全
用
身

	

「
成
唯
識
論
」（
7
）に
自
性
受
用
変
化
三
身
を
説
く
中
で
、
自
受
用
身
を
法
身
に
、
他
受
用
身
を
応
身
に
対
応
さ
せ
て
、
次
の
よ

う
に
説
い
て
い
る
。
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　【
訓
読
】

　
此
（
受
用
身
）
に
二
種
有
り
。
一
に
は
自
受
用
、
謂
く
諸
も
ろ
の
如
來
の
三
無
数
劫
に
無
量
の
福
慧
の
資
糧
を
修
集
し
て
、

起
く
る
所
の
無
辺
真
実
の
功
徳
と
、
及
び
極
め
て
円
浄
常
遍
の
色
身
と
な
り
。
相
続
し
て
湛
然
な
り
。
未
来
際
を
尽
し
て
恒
に

自
ら
広
大
の
法
楽
を
受
用
す
。
二
に
は
他
受
用
。
謂
く
諸
も
ろ
の
如
来
の
平
等
智
に
由
て
、
示
現
す
る
微
妙
の
浄
功
徳
身
な
り
。

純
浄
土
に
居
し
て
、
十
地
に
住
す
る
諸
も
ろ
の
菩
薩
衆
の
為
に
、
大
神
通
を
現
し
て
正
法
輪
を
転
じ
、
衆
の
疑
網
を
決
し
て
、

彼
を
し
て
大
乗
の
法
楽
を
受
用
せ
し
む
。
此
の
二
種
を
合
し
て
受
用
身
と
名
づ
く
。

　
　
　
○
細
枝
春

　
陸
凱
の
「
贈
范
曄
」
に
「
聊
贈
一
枝
春
」
が
あ
り
、
戴
益
の
「
探
春
」
に
「
春
在
枝
頭
已
十
分
」
が
あ
る
。
一
枝
春
と
は
す

な
わ
ち
梅
の
こ
と
を
さ
す
。
小
さ
な
一
輪
の
梅
の
花
が
枝
頭
に
在
っ
て
已
に
十
分
で
あ
り
、
こ
の
自
然
の
営
み
に
、
観
音
の
法

身
を
も
っ
て
機
を
観
じ
、
普
門
は
応
身
を
も
っ
て
垂
迹
し
て
普
く
示
現
す
る
を
看
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
贈
范
曄
　
　
陸
凱
　
　
　
　
　
范
曄
に
贈
る
　
陸
凱
　
　

　
　
折
花
逢
驛
使
　
　
　
　
　
　
　
花
を
折
っ
て
駅
使
に
逢
い

　
　
寄
與
隴
頭
人
　
　
　
　
　
　
　
寄
せ
与
う
　
隴
頭
の
人
に

　
　
江
南
無
所
有
　
　
　
　
　
　
　
江
南
に
は
　
有
る
所
無
し

　
　
聊
贈
一
枝
春
　
　
　
　
　
　
　
聊
か
贈
る
　
一
枝
の
春
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探
春
　
　
戴
益
　
　
　
　
　
　
春
を
探
る
　
　
戴
益	

　
　
尽
日
尋
春
不
見
春
　
　
　
　
　
尽
日
春
を
尋
ね
て
春
を
見
ず

　
　
杖
藜
踏
破
幾
重
雲
　
　
　
　
　
杖
藜
踏
破
す
幾
重
の
雲	

　
　
帰
来
試
把
梅
梢
看
　
　
　
　
　
帰
り
来
た
っ
て
試
み
に
梅
梢
を
看
れ
ば	

　
　
春
在
枝
頭
已
十
分
　
　
　
　
　
春
は
枝
頭
に
在
っ
て
已
に
十
分

　
　
　
○
宗
峰
妙
超

　「
大
燈
國
師
行
狀
」（
8
）に
、
大
灯
国
師
宗
峰
妙
超
と
密
教
系
の
十
一
面
観
音
の
関
係
を
知
る
手
が
か
り
が
み
え
る
。
則
ち
十

一
歳
に
し
て
書
写
山
の
戒
信
律
師
に
仕
え
十
分
な
天
台
の
学
業
を
学
び
、
そ
の
後
、
出
家
以
前
に
、
不
立
文
字
、
直
指
単
伝
の

宗
に
入
る
に
如
か
ん
と
發
心
し
て
、
禅
宗
に
入
る
。
後
に	

鎌
倉
後
期
の
天
台
宗
の
僧
で
、
儒
家
で
あ
る
洗
心
子
玄
慧
法
印
と

の
法
戰
に
勝
利
し
、
弟
子
の
礼
を
執
ら
し
め
た
事
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
妙
超
は
天
台
の
関
し
て
高
い
見
識
を
持
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
天
台
に
た
い
す
る
造
詣
の
深
さ
を
知
ら
し
め
ら
れ
る
逸
話
で
あ
る
。

　
　
　【
訓
読
】

　
師
諱
は
妙
超
、
宗
峰
は
其
の
号
な
り
。
播
州
の
揖
西
県
に
生
る
。
紀
氏
の
子
た
り
。
父
母
本
州
の
書
写
山
、
如
意
輪
観
音
に

祷
り
、
母
夢
み
る
ら
く
、
一
僧
手
に
白
花
の
五
葉
開
く
を
携
さ
え
て
之
を
与
う
に
、
妊
有
り
。
妊
み
て
後
寐
む
る
が
如
く
に
し

て
寤
め
ず
。
其
の
誕
る
る
時
に
至
る
も
、
熟
睡
し
て
知
ら
ず
。
保
母
俄
に
呱
地
一
声
を
聞
き
、
往
き
て
之
を
見
る
に
、
未
だ
澡

浴
せ
ざ
る
し
て
肌
体
瑩
潔
な
り
。
克
く
岐ぎ

に
克
く
嶷ぎ
ょ
くに
、
頂
骨
聳
え
立
ち
、
伏
犀
額
を
挿
み
、
目
光
人
を
射
る
。
面
前
の
人
に
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随
っ
て
能
く
顏
目
を
転
ず
。
五
歳
の
時
、
人
の
硎
に
刀
を
発
せ
る
を
見
て
云
く
、
何
の
為
に
か
作
す
。
云
く
、
快
利
な
ら
ん
と

貴ほ

図っ

す
。
云
く
、
快
利
な
ざ
る
処
に
快
利
有
り
。
你
還
た
知
る
や
。
其
の
人
測
る
な
し
。
師
呵
呵
大
笑
す
。
事
に
触
れ
て
言
を

以
て
人
を
折
挫
せ
し
む
。
若
し
此こ

こ

に
親
族
の
諫
め
て
之
を
住と
ど

め
ん
と
欲
す
者
有
ら
ば
、
棒
を
拈
じ
て
便
ち
打
つ
。
郷
党
称
し
て

神
童
と
為
す
。
十
有
一
歳
に
し
て
師
、
書
写
山
の
戒
信
律
師
に
事
う
。
毎
に
静
処
に
屏
坐
し
て
、
志
俗
塵
を
厭
う
。
経
書
目
を

過
ぐ
れ
ば
誦
を
成
す
。
一
日
慨
然
と
し
て
云
く
、
仮
使
い
九
流
三
蔵
、
百
家
異
道
の
書
を
究
む
も
、
争
で
か
不
立
文
字
、
直
指

単
伝
の
宗
に
入
る
に
如
か
ん
。
未
だ
剃
染
せ
ざ
る
に
発
足
し
て
、
京
城
并
び
に
相
州
に
至
り
、
諸
尊
宿
に
参
問
す
。

　
　
　〔
中
略
〕

　
城
北
の
紫
野
に
徙
居
し
、
仏
殿
を
立
て
ず
、
唯
だ
法
堂
を
樹
つ
の
み
。
洗
心
子
玄
慧
法
印
、
儒
者
九
人
と
偕
に
朝
奏
し
、
禅

宗
を
破
さ
ん
と
欲
す
。
禅
宗
に
若
し
奇
特
の
事
有
ら
ば
、
吾
が
㑪
豈
に
敢
て
諸
儒
を
徴
詰
せ
ん
。
諸
方
の
禅
将
、
意
に
当
る
者

有
る
無
し
。
諸
儒
師
の
名
を
聞
き
て
、
特
に
来
り
て
問
う
て
云
く
、
禅
宗
の
手
段
如
何
ん
。
師
云
く
、
虚
偽
を
以
て
真
実
を
示

さ
ん
。
儒
云
く
、
聖
人
に
虚
言
有
り
や
。
師
云
く
、
有
り
。
云
く
、
既
に
是
れ
聖
人
、
甚
の
虚
言
か
有
る
。
師
云
く
、
見
ず
や
、

孟
子
に
之
有
り
。
象
已
に
舜
を
殺
す
と
謂
い
了
え
て
宮
に
入
り
、
舜
の
床
に
在
り
て
琴
す
る
を
見
る
。
舜
象
の
來
る
を
見
て
喜

ぶ
。
豈
に
是
れ
虚
偽
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
其
の
間
、
激
揚
鏗
鏘
、
問
答
罷
っ
て
、
儒
却
た
師
に
問
て
云
く
、
畢
竟
如
何
ん
が
此

の
義
を
決
断
し
去
ら
ん
。
師
云
く
、
舜
却
て
象
を
殺
し
了
る
。
諸
儒
皆
な
稽
顙
し
て
弟
子
の
礼
を
執
る
。
就
中
洗
心
子
、
入
室

参
禅
し
、
造
詣
浅
か
ら
ず
。
崇
信
の
至
り
に
勝
え
ず
。
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四
　
賛
の
解
釈

　
本
賛
は
密
敎
の
敎
義
を
踏
ま
え
書
か
れ
て
い
る
に
、
こ
れ
等
の
経
典
及
び
語
録
を
ふ
ま
え
て
、
十
一
面
観
音
賛
の
意
の
解
釈

を
試
み
た
。

　
観
音
菩
薩
は
衆
生
が
名
号
を
称
え
る
の
を
お
聞
き
取
り
に
な
れ
ば
、
そ
の
機
に
応
じ
て
三
十
三
身
に
身
を
変
じ
て
、
す
ぐ
さ

ま
衆
生
を
済
度
す
る
為
に
お
出
ま
し
に
な
る
。

　
そ
の
あ
り
さ
ま
は
、
法
華
義
疏
に
說
く
が
ご
と
く
、
観
音
は
人
で
あ
り
、
普
門
は
法
で
あ
る
。
人
と
法
は
因
緣
の
こ
と
で
あ

り
切
っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
。
観
音
は
正
に
法
身
で
あ
り
、
普
門
は
こ
れ
応
身
。
即
ち
観
音
の
本
體
が
機
縁

に
応
じ
て
衆
生
を
済
度
す
る
為
に
変
化
し
て
示
現
し
て
き
た
も
う
。
観
音
は
心
の
働
き
を
な
し
、
普
門
は
口
や
身
体
の
働
き
を

な
す
。
観
音
は
心
の
働
き
に
よ
り
衆
生
を
よ
く
見
、
普
門
は
身
体
に
神
通
を
示
現
し
、
口
に
よ
っ
て
法
を
說
き
衆
生
を
済
度
す

る
。
観
音
は
大
悲
を
以
て
衆
生
の
苦
を
取
り
の
ぞ
き
、
普
門
は
大
慈
を
以
て
衆
生
に
楽
を
与
え
る
。
斯
く
か
よ
う
に
、
観
音
と

普
門
の
間
に
は
十
の
密
接
な
連
携
を
な
す
う
ち
に
衆
生
済
度
を
行
ず
る
。
法
華
経
普
門
品
は
か
く
說
い
て
い
る
。

　
正
に
こ
の
菩
薩
は
、
衆
生
を
済
度
す
る
に
、
そ
の
者
の
思
慮
の
深
さ
に
応
じ
て
、
思
う
が
ま
ま
に
、
方
便
を
駆
使
し
、
威
神

力
を
奮
う
。

　
十
一
面
観
音
の
方
便
面
で
あ
る
瞋
面
が
姿
を
示
現
し
、
心
の
よ
こ
し
ま
な
衆
生
を
導
く
為
に
、
突
如
と
し
て
大
海
原
に
船
を

漂
わ
し
覆
さ
ん
と
、
逆
境
に
追
い
込
む
が
ご
と
く
の
方
便
を
使
う
か
と
思
え
ば
、
衆
生
が
戒
心
し
た
と
見
る
や
、
青
い
偏
衫
を

着
た
童
男
に
変
化
し
、
自
ら
が
荒
波
の
海
を
静
め
ん
と
出
づ
る
。
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た
だ
一
人
で
櫓
を
握
り
、
櫓
を
揺
ら
し
操
り
な
が
ら

と
叫
び
船
を
進
め
る
。
そ
の
声
は
、
恰
も
千
人
の
輩
の
漕
ぎ
手
を
叱

咤
激
励
す
る
が
如
し
。

　
や
が
て
風
は
凪
ぎ
、
荒
波
は
静
ま
り
か
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に
示
現
し
て
い
た
菩
薩
の
全
て
の
変
化
身
は
何
処
と
も
な
く
、

忽
ち
の
う
ち
に
隠
れ
て
し
ま
う
。

　
あ
あ
、
な
ん
と
恐
ろ
し
き
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
き
働
き
あ
る
観
自
在
よ
。

　
今
、
突
如
隠
れ
て
し
ま
っ
た
観
音
菩
薩
の
法
身
が
、
ま
る
で
あ
の
細
い
梅
の
枝
に
入
り
込
ん
だ
か
の
如
く
、
戴
益
が
梅
の
梢

に
見
た
一
輪
の
春
、
そ
の
様
な
小
さ
な
蕾
の
姿
で
、
普
門
は
そ
こ
に
示
現
し
て
い
る
。
　

　
　
咦
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
超
　
拜
賛
す
。

ま
と
め

　
こ
の
十
一
面
観
音
賛
の
画
図
は
、
十
一
面
観
音
、
善
財
童
子
、
童
男
、
荒
海
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
る
。
十
一
面
観
音
は

「
十
一
面
神
呪
心
經
」
に
述
べ
ら
れ
る
が
如
く
、
造
像
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
頭
部
に
は
十
面
の
方
便
面
を

三
段
に
配
し
、
真
面
と
が
描
か
れ
、
左
手
に
紅
蓮
花
の
軍
持
を
持
ち
、
右
手
に
は
数
珠
を
掛
け
施
無
畏
手
を
な
す
。
全
身
は
瓔

珞
で
飾
ら
れ
る
。
善
財
童
子
は
「
大
方
廣
佛
華
嚴
經
」
入
法
界
品
の
記
述
の
如
く
、
補
陀
落
山
に
て
観
音
菩
薩
に
見
え
る
。
童

男
、
荒
海
は
「
妙
法
蓮
華
經
」
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
音
菩
薩
像
が
善
財
童
子
、
童
男

に
比
し
て
随
分
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
が
、「
機
に
応
じ
て
観
音
像
の
身
丈
が
決
め
ら
れ
る
」
こ
と
に
よ
る
。
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画
賛
は
『
大
徳
寺
』（
9
）『
大
德
寺
墨
蹟
全
集
』（
10
）『
禅
林
画
賛
』（
11
）等
に
云
う
よ
う
に
、
す
で
に
完
成
し
て
い
た
十
一
面
観

音
図
に
、
の
ち
に
光
背
の
上
の
余
白
に
賛
が
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
れ
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
文
字
の
配
置
を
計
算
し

て
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
説
か
れ
て
い
る
教
義
に
し
た
が
っ
て
、
難
解
な
賛
が
書
き
入
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
宗
峰
妙
超
は
大
灯
国
師
行
狀
に
み
る
よ
う
に
、「
父
母
本
州
の
書
写
山
、
如
意
輪
観
音
に
祷
り
」、
天
台
の
下
に
、「
若
し
女

人
有
り
て
、
設も

し
男
を
求
め
ん
と
欲
さ
ば
、
観
世
音
菩
薩
を
礼
拝
供
養
せ
ば
、
便
ち
福
徳
智
慧
の
男
生
る
」
と
観
音
普
門
品
に

あ
る
よ
う
に
、
霊
験
あ
ら
た
か
に
し
て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
き
た
。「
十
有
一
歳
に
し
て
師
書
写
山
の
戒
信
律
師
に
事
え
」

な
が
ら
、「
一
日
慨
然
と
し
て
云
く
、
仮た

使と

い
九
流
三
蔵
、
百
家
異
道
の
書
を
究
む
も
、
争
か
不
立
文
字
、
直
指
単
傳
の
宗
に

入
る
に
し
か
ず
。
未
だ
剃
染
せ
ざ
る
に
発
足
し
て
、
京
城
并
び
に
相
州
に
至
り
、
諸
尊
宿
に
参
問
す
」
と
禅
宗
に
改
め
る
。

　
後
に
「
城
北
の
紫
野
に
徙
居
し
、
仏
殿
を
立
て
ず
、
唯
だ
法
堂
を
樹
つ
の
み
」
の
と
こ
ろ
に
正
中
十
二
年
（
一
三
二
五
）
に

天
台
僧
の
「
洗
心
子
玄
慧
法
印
、
儒
者
九
人
と
偕
に
朝
奏
し
、
禅
宗
を
破
さ
ん
と
」
し
た
正
中
の
宗
論
に
お
い
て
、
宗
峰
妙
超

に
敗
れ
、
弟
子
の
礼
を
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
等
の
事
柄
か
ら
、
宗
峰
妙
超
は
い
か
に
天
台
に
深
く
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
台
教
に
粹
し
く
、
法
華
経
を
深
か

く
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
が
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
知
識
を
以
て
、
こ
の
密
教
に
深
く
か
か
わ
り
の
あ
る

十
一
面
観
音
に
著
賛
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
法
華
經
』
観
世
音
普
門
品
の
敎
義
が
、
ま
さ
に
こ
の
賛
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　
禅
画
と
い
わ
れ
る
画
図
に
著
賛
す
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
禅
語
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。
本
賛
に
は
使
わ
れ
ず
、

経
典
の
文
字
の
み
で
賛
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
少
し
く
奇
異
を
感
じ
る
。
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お
わ
り
に

　
賛
、
偈
頌
等
を
読
む
に
あ
っ
た
っ
て
、
四
声
等
が
理
解
し
え
ぬ
筆
者
に
と
っ
て
、
句
読
を
う
つ
こ
と
に
し
ば
し
ば
困
難
を
覚

え
る
。
そ
こ
で
、
平
仄
、
押
韻
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
対
句
・
単
対
、
隔
句
対
等
を
考
慮
し
、
そ
の
難
を
避
け
て
い
る
。

　
西
尾
賢
隆
氏
は
、
拈
香
、
香
語
、
鐘
銘
、
祭
文
、
法
語
、
上
堂
お
よ
び
頂
相
賛
等
々
を
「
駢
賦
」
と
し
て
読
む（
12
）。
そ
こ

で
少
し
く
駢
賦
な
る
も
の
に
就
い
て
調
べ
た
。

　
駢
賦
に
つ
い
て
は
、
林
田
慎
之
助
氏
は
、「
…
賦
と
称
せ
ら
れ
る
文
体
で
あ
っ
た
。
か
ぎ
り
な
く
韻
文
に
ち
か
い
散
文
と
い

お
う
か
、
脚
韻
を
ふ
み
、
対
句
構
成
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
華
麗
な
長
編
散
文
詩
と
も
い
え
る
文
体
で
あ
っ
た
。」（
13
）が
み
え
る
。
　

小
川
環
樹
・
西
田
太
一
郎
氏
は
、「
…
六
朝
時
代
の
詩
が
し
だ
い
に
句
末
の
平
仄
を
と
と
の
え
、
規
律
が
嚴
重
に
な
る
に
伴
な

い
、
賦
も
そ
の
影
響
を
う
け
て
規
律
化
し
、
唐
代
に
入
っ
て
い
わ
ゆ
る
律
賦
（
駢
賦
）
と
し
て
規
律
が
定
ま
る
に
對
し
て
、」（
14
）

と
あ
り
、
鈴
木
虎
雄
氏
は
、
賦
を
時
代
的
に
分
類
し
、
騒
賦
、
辭
賦
、
駢
賦
（
俳
賦
）、
律
賦
、
文
賦
、
股
文
賦
（
淸
賦
）
等
に

分
類
し
、
時
代
に
従
っ
て
解
釈
を
し
て
い
る
。
そ
の
文
中
で
、
駢
賦
を
「
こ
の
時
代
の
賦
は
對
句
と
音
調
と
を
整
ふ
る
こ
と
に

於
い
て
特
色
を
表
は
す
。」
と
し
「
對
句
を
頻
繁
に
用
ゐ
、
又
其
の
工
麗
な
ら
ん
こ
と
を
求
め
た
り
。」「
律
賦
な
る
者
は
実
に

音
律
諧
協
・
對
偶
精
切
を
尙
ぶ
も
の
な
り
。
單
に
こ
の
點
よ
り
す
れ
ば
俳
賦
と
同
性
質
を
有
す
。」（
15
）と
す
る
。
同
様
に
、
趙

俊
波
氏
も
騒
体
賦
、
駢
賦
、
律
賦
と
分
類
し
て
い
る
が（
16
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
に
就
い
て
の
、
明
確
な
定
義
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

　
一
方
、
小
川
環
樹
氏
は
「
も
う
一
つ
、
駢
文
に
似
て
い
る
が
、
脚
韻
を
ふ
む
点
で
詩
と
み
る
べ
き
も
の
に
「
賦
」
が
あ
る
。

賦
の
句
形
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
対
句
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
場
合
は
、
律
賦
あ
る
い
は
駢
賦
と
よ
ば
れ
、
句
の
平
仄
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の
交
替
の
規
則
は
律
詩
お
よ
び
駢
文
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
全
然
対
句
を
用
い
な
い
賦
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
律
賦
と
区
分
し
て

「
古
賦
」
と
よ
ば
れ
る
。
蘇
軾
の
「
赤
壁
の
賦
」
は
こ
れ
で
あ
る
。
た
だ
脚
韻
を
か
な
ら
ず
用
い
る
点
で
、
駢
文
と
は
別
の
ジ

ャ
ン
ル
に
な
り
、
韻
文
に
属
す
る
。
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
の
辞
」
の
ご
と
き
は
、
実
は
古
賦
の
一
体
と
言
っ
て
よ
く
、
や
は
り

韻
が
ふ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
辞
賦
（
詞
賦
）」
と
よ
ぶ
こ
と
が
あ
る
。」（
17
）と
し
て
お
り
、
こ
の
十
一
面
観
音
賛

も
又
、「
古
賦
」
に
属
す
る
一
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
の
文
体
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
く
賛
の
内
容
を
解
釈
し
得
る
詩
文
が
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
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を
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園
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澤
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ご
指
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大
学
小
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授
に
、
校
正
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
花
園
大
学
衣
川
賢
次
教
授
に
、
ま
た
、
画
像
の
解
析
に
ご
助
力
戴
い
た
国
際
禅
学
研
究
所
所
員
冨
増
健
太
郎

氏
に
末
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が
ら
感
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の
意
を
表
し
ま
す
。



宗峰妙超　著賛　十一面観音賛（真珠庵蔵）

169

注（
1
）	

『
大
徳
寺
禅
語
錄
集
成
』「
大
燈
国
師
拾
遺
録
」
観
音
大
士
賛
　
法
蔵
館
　
平
成
元
年
三
月
二
十
二
日

（
2
）	

「
十
一
面
神
呪
心
經
」
大
正
　
卷
二
十
　152a

（
3
）	
「
大
方
廣
佛
華
嚴
経
」
卷
第
五
十
一
　
入
法
界
品
第
三
十
四
之
八
　
大
正
　
卷
九
　718a

（
4
）	
「
妙
法
蓮
華
經
」
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
　
大
正
　
卷
九
　56c

（
5
）	

「
法
華
義
疏
」
卷
第
十
二
　
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
　
大
正
　
卷
三
十
四
　623c

（
6
）	

「
雜
阿
含
經
」
卷
第
二
十
六
　（
六
六
一
）
力
品
　
大
正
　
卷
二
　184a

（
7
）	

「
成
唯
識
論
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卷
第
十
　
三
十
頌
　
大
正
　
卷
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十
一
　57c

（
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開
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特
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國
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狀
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（
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著
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装
版
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和
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月
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十
日
　
三
二
七
頁
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『
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寺
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』
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巻
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日
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和
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月
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日
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五
頁
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田
修
二
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高
監
修
『
禅
林
画
賛
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毎
日
新
聞
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昭
和
六
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年
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月
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日
　
三
九
頁

（
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）	

西
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賢
隆
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世
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墨
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中
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流
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文
館
　
二
〇
一
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月
十
日
　
一
一
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一
一
六
・
一
一
七
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一
二
二

・
一
四
七
・
一
八
〇
・
一
九
二
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二
六
一
・
二
七
三
・
三
〇
八
・
三
二
六
頁

（
13
）	

林
田
慎
之
助
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史
記
・
貨
殖
列
伝
を
読
み
解
く
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講
談
社
　
二
〇
〇
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年
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月
十
日
　
一
六
三
頁

（
14
）	

小
川
環
樹
・
西
田
太
一
郎
『
漢
文
入
門
』　
岩
波
全
書
　
一
九
六
五
年
二
月
十
日
　
二
九
〇
頁

（
15
）	

鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』　
冨
山
房
　
昭
和
十
一
年
四
月
十
五
日
　
九
九
頁

（
16
）	

趙
俊
波
『
中
晩
唐
賦
文
体
研
究
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中
国
社
会
科
学
出
版
社
　
二
〇
〇
六
年
八
月
　
五
頁

（
17
）	

小
川
環
樹
『
小
川
環
樹
著
作
集
第
一
巻
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筑
摩
書
房
　
一
九
九
七
年
一
月
二
十
日
　
三
二
頁
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Ⅰ
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編
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岩
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